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インドネシア中等教育日本語教師にとって 

教師コミュニティに参加する意義とは 

自由記述アンケート調査の計量テキスト分析から見えてくるもの 

 

岡本 拓、杉島 夏子 

【要旨】 

本研究では、インドネシアの中等教育日本語教師で構成される教師会を「実践コミュニティ」と

捉え、自由記述アンケートで教師会活動への参加意義を調査した。教師が教師会活動に参加する意

義は「日本語教師としての学びや成長」であると仮定し、回答データを計量テキスト分析した。Value 

Creation Matrix を用いて可視化した教師の学びの構図から多種多様な学びや成長が読み取れた。

教師同士で集まること自体に意義を見いだしたケースや、勉強会で得た知見を授業で実践したこと

で教師としての成長を実感したケースなどがあった。教師会が実践コミュニティとしてより発展す

るためには、教師 1 人ひとりが知識の獲得と現場での実践を繰り返し、得た経験をコミュニティに

還元するLearning Loopsの形成が必要であると考える。また、Learning Loopsから生まれたリソ

ースをコミュニティ内で共有・蓄積・更新していく仕組みを整え、継承していくことも不可欠であ

ると考える。 

【キーワード】 実践コミュニティ・教師会・インドネシア・中等教育・計量テキスト分析 

 

1. はじめに 

2. 中等教育日本語教師会支援に関する

先行研究 

2.1 近隣諸国の先行研究 

2.2 インドネシアの先行研究 

3. 実践コミュニティの概念と Value 

Creation の枠組み 

4. アンケート調査の概要 

5. 回答データの計量テキスト分析 

5.1 KH Coderによる 2段階の分析手順 

6. 学びの構図の可視化（Value Creation 

Matrix） 

6.1 Cycle 1 Immediate Value 

6.2 Cycle 2 Potential Value 

6.3 Cycle 3 Applied Value 

6.4 Cycle 4 Realized Value 

6.5 Cycle 5 Transformative Value 

7. 教師会における学びの軌跡 

8. 考察 

8.1 勉強会から実践のその先へ 

8.2 リソースの蓄積・活用 

9. 今後の課題 

参考文献 

 

1. はじめに 

本稿は、国際交流基金が派遣する日本語専門家（以下、派遣専門家）の立場から、インドネシ
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アの高等学校で日本語科目を教えるインドネシア人教師で構成される中等教育日本語教師会1

（以下、中等教師会）に対する今後の中等教師会支援のあり方を模索することを目的に、教師が

どのような意義を感じながら実践コミュニティとしての中等教師会に参加しているかを調査し

た。 

同国では、1962 年より中等教育（高校）における日本語教育が開始された。国際交流基金

（2020）によると、同国の教育機関に属する日本語学習者数（709,479名）のうち、91.6%にあ

たる 650,215 名が中等教育機関の学習者である。教師数も 5,793 名のうち、多くを中等教育の

教師が占める。また、州や市などの大小さまざまな地域ごとに中等教師会が形成されている。所

轄の省庁から認定を受けた正式な教師会は州規模の教師会のみであり、市規模の教師会や隣接

する複数の地域の教師が自主的に結成した非公認の教師会も多数存在する。教師会の活動は主

に、情報共有のための定例会や定期勉強会、研修会などで、開催される規模や頻度はそれぞれ異

なる。 

国際交流基金ジャカルタ日本文化センター（The Japan Foundation, Jakarta。以下、JFJA）

による中等教育レベルへの本格的な日本語教育支援が始まったのは 1991 年で、1995 年に中等

教育支援の「海外青年日本語教師」を派遣して以来、継続的に中等教育日本語教師の支援を行な

ってきた。2010年度までは国内に 8か所ほど日本語の専門家が配置されていたが、次第に減少

し、2019年度にはジャカルタを含む首都圏、西スマトラ州、中部ジャワ州の 3か所のみとなっ

た。筆者はそれぞれ西スマトラ州ならびに中部ジャワ州の派遣専門家として中等教師会支援に

従事した2。かつての支援体制とは異なり、限られた人的資源でより一層、遠隔地の支援や移動

時間といった物理的な問題や業務予算の削減などの財政的な要因を考慮しながら支援を行なう

ことが求められるようになった。それゆえ、筆者は担当地域内に広く散在する中等教師会の現状

を再度把握し、今後の支援のあり方を再考する必要があると考えた。そこで筆者は各地の教師会

に参加する教師を対象に、教師会のどのような活動に参加意義を見いだしているのかについて

自由記述アンケートで調査した。 

本稿では、はじめにインドネシアおよび近隣諸国における教師会に関する先行研究からその

概略と現状について述べる。そして、Wenger 他（2011）の実践コミュニティの概念と Value 

Creation の枠組みについて説明したのち、アンケート調査の概要および計量テキスト分析ツー

ル、KH Coder を用いた分析結果に基づいて可視化した Value Creation Matrixについても詳説

する。最後に、考察および今後の教師会支援のあり方についての見解と課題を述べたい。 

 

1  インドネシア語で“Musyawarah Guru Mata Pelajaran（MGMP）”といい、中等教育教

員を中心に教科ごとに組織されている。なお、中等教育日本語教師会は“MGMP Bahasa 

Jepang”という。 

2  筆者の派遣期間および任地について、岡本は 2017年 8月～2020年 7月の期間、中部ジャ

ワ州およびジョグジャカルタ特別州に、杉島は 2018年 6月～2021年 6月の期間、西スマト

ラ州に赴任した。 
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2. 中等教育日本語教師支援に関する先行研究 

近隣諸国における中等教育日本語教師の支援の現状に関して、教師会やそのメンバーである

現地の日本語教師が関わり、彼らについて言及された先行研究や報告について取り上げたのち、

インドネシアにおける中等教育教師会支援に関する先行研究についてまとめる。 

 

2.1 近隣諸国の先行研究 

ベトナムでは、2016 年度から 2017 年度にかけて、国内のベトナム人日本語教師を対象に、

「学習者中心」をテーマにした全国研修とそのフォローアッププログラム（公開研究授業や、全

国研修には参加していない教師との合同研修など）を実施した。同テーマに沿った授業実践や他

の教師との合同研修などを取り入れた研修デザインは、継続的な検証が必要であるとしながら

も、参加した教師の成長を促すのに「一定の効果」があったと述べている（黒田 2019）。 

タイでは、2010年から 3年間、チェンマイを含む上北部において「参加・体験型」の教師研

修を実施し、参加者が「授業ですぐに使える日本語教授法や日本文化の活動について」学び、「意

見交換、情報交換を通したネットワーク」を形成できるような「学びの機会」を提供した。参加

者にとって現場に即した実践を体験できたことで多くの学びにつながっただけでなく、日本人

教師も参加したことで、タイ人教師と日本人教師が互いに学び合うことができた効果的な支援

であったと報告している（高塚 2013）。また、2015年に同国教育省と国際交流基金バンコク日

本文化センターが共催した「日本語教師キャンプ」の参加者が学習者体験型研修を通して「21世

紀型スキル」や「教師の役割」などの重要性に気づき、授業でも実践すべきだと考えるようにな

ったと報告している（中尾 2016）。 

モンゴルでは、初中等段階の日本語学習者が国内全体の約 7 割を占める一方、統一されたシ

ラバスや教材が存在しなかった。モンゴル日本語教師会は、「初中等教育機関向け日本語教科書

作成プロジェクト」を立ち上げ、独自の日本語教育スタンダードと教科書の開発を行なった。同

教科書の試用を実施し、スタンダードに基づいた実践を通して、現場の教師に教科書の理念であ

るプロフィシエンシー重視の考え方と自律学習支援の仕組みを浸透させようとした。結果とし

て、モンゴル人教師のビリーフに起因する課題が残ったとしつつも、試用に協力した教師から、

同教科書を使ったことで学習者がより上達したり、教師自身にポジティブな変化が起こったり

したというフィードバックが得られたと報告している（片桐他 2016）。 

松本（2015）は、東南アジアおよびオセアニア地域などの近隣諸国における中等日本語教育の

発展を目的に開催された国際セミナー「東南アジアにおける中等日本語教育と教師養成」につい

て報告している。同セミナーではインドネシア、マレーシア、タイ、フィリピン、オーストラリ

アにおける中等教育政策と教員養成について公募発表やパネルディスカッション、ワークショ

ップなどの形態で情報交換や議論がなされた。松本（2015）はセミナーを振り返って、教師が

「対話」「交換」「拡張」できる「場」が継続していくことを目指し、そのような「場」が「継続

的、連続的に続けていくことで意識化、言語化のための振り返りの機会を提供していくことが重

要（同上; 177）」であると報告している。そういった「場」のデザインを目に見える形で示す必
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要があるとも述べた。 

以上のように、インドネシアの近隣諸国における中等教育日本語教師支援は、研修・ワークシ

ョップや教科書開発などを中心にこれまで議論されてきた。単発の研修やワークショップだけ

でなく、教師たち自身が形成し維持してきたネットワークがそのメンバーにとってどのような

意義を持つのかという点に着目した研究はこれまでのところ見当たらない。 

 

2.2 インドネシアの先行研究 

インドネシアにおける教師会を対象とした先行研究では、「日本語教育という活動に参加する

者の配置と関わり合いをより活性化するための支援」としてネットワーク形成を中心に議論さ

れてきた（松本 2005、登里他 2007）。地域のリーダーやサブリーダーとなる人材を育成し、現

地のインドネシア人教師だけでもネットワークが継続していく「現地化」「自立化」を目指した

支援を行なってきた。その結果、規模や頻度の差はあるものの、定期的に日本語教師が集まり、

学び合う教師コミュニティが各地域に存在するようになった。 

現在の派遣専門家の主な業務は、既存の教師コミュニティを対象に、教師会から出講依頼を受

けて講師を務めたり、オブザーバーやコメンテーターとして教師会のサポートを行なったりす

ることである。また、2013 年度に中等教育レベルのカリキュラムが大きく刷新され、JFJA は

それに準拠した高校生向けの日本語教科書『にほんご☆キラキラ』を制作し、エルランガ社より

2017年 7月に出版された。それにともない、中等教育レベルの日本語教師を対象に同教科書を

使った教え方のワークショップを随時行なっている。 

歴代の派遣専門家や日本語教育関係者による支援の成果に加え、ウェブツールやソーシャル

メディアなどのテクノロジーを活用することで、近年教師同士の繋がりや場づくりという意味

でのネットワークは大きな広がりを見せている。一方で、教師がそのネットワークに何を求めて

いるのか、そこでどのような学びを得ているのかという視点はこれまでのところ注目されてこ

なかった。松本（2005; 112）で述べられているように、それらのネットワークが継続的に学び

の場として発展していくためには、ネットワークをどう設計するかという視点だけでなく、現地

教師がネットワークに何を求めているのかという調査をアンケートやインタビューを通して行

ない、当事者の声に耳を傾けることが必要であると考える。そこで、本研究では教師会を実践コ

ミュニティ（ウェンガー他 2002）と捉え、教師会活動への参加意義に関するアンケート調査を

行ない、教師会における学びを可視化することで派遣専門家として今後のより良い支援のあり

方を模索することにした。 

 

3. 実践コミュニティの概念と Value Creation の枠組み 

ウェンガー他（2002）は「実践コミュニティ」を「あるテーマに関する関心や問題、熱意等を

共有し、その分野の知識や技能を、持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団」（p.33）

と定義している。また、実践コミュニティのメンバーが活動やネットワークを通してどのような

学びを獲得しているかを分析する方法として、Value Creation（Wenger 他 2011）の枠組みを
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提唱している。Wenger らは、実践コミュニティの活動やネットワークへの参加によって生み出

される学びを「価値（Value）」ととらえ、それらを 5つの Cycle に分けた Value Creation Cycle

を提案した。各 Cycle 間の価値の繋がりを観察することで、実践コミュニティで生み出される学

びの構図が明らかになり、さらに実践コミュニティの活動を活性化させていく指標になると述

べている。さらに Wenger 他（2011;21）は、5 つの Cycle 間の結びつきは緩やかであり、実践

コミュニティを通して得られる学びは、必ずしも Cycle 1から始まって Cycle 5に向かって段階

的に進むとは限らず、最終的に到達するべき目標となる Cycle はそのコミュニティにどういう

立場で関わるかによって異なる場合があると説明している。Value Creation Cycle の各 Cycle と

Value の意味、そして本研究における Value の内容については、筆者がまとめた表 1 を参照さ

れたい。 

また、Wenger & Trayner（2014; 3）は、実践コミュニティ内における社会的な学びは、講師

やトレーナーによるトレーニングによってではなく、メンバー自らが抱えている問題意識や知

的資源を共有しあい、実践の成果や反省から生まれるとし、それを繰り返すことで活性化され、

さらに深い学びへ繋がっていくと主張している。その学びの循環を、Learning Loops（同上; 4）

と名づけた。 

 

表 1 Value Creation Cycleの説明と本研究における Valueの内容 

Cycle Value（筆者訳） 本研究における Value の内容 

Cycle 1 Immediate Value 

（即時性のある価値） 

参加や交流そのものに意義がある活動や交流など 

Cycle 2 Potential Value 

（潜在する価値） 

あとで利用される可能性のある知的資源を生み出す活動や

交流など 

Cycle 3 Applied Value 

（応用された価値） 

Cycle 2で得た知的資源をコミュニティ外の場面で応用や

実践など 

Cycle 4 Realized Value 

（実感された価値） 

知的資源の応用によってもたらされる実践者自身や周囲の

人物のパフォーマンスの向上など 

Cycle 5 Transformative Value3 

（変容性のある価値） 

実践コミュニティに関わる各々のメンバーの考え方の変

容、実践コミュニティ自体のあり方の変容など 

Wenger 他（2011）および Wenger&Trayner（2014）をもとに筆者が作成 

 

4. アンケート調査の概要 

 

3  Wenger 他（2011）では Reframing Valueであったが、Wenger&Trayner（2014）では

Transformative Value と改称された。 
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2018 年 12 月 24 日から 12 月 31 日の 8 日間に、インドネシア各地の教師会に参加する教師

を対象に教師会活動への参加意義に関するオンラインアンケート調査を実施した。アンケート

は Google Formsで作成し、質問作成にはインドネシア語を用い、自由記述形式を採用した。詳

細かつ正確な記述を得るため、回答協力者にはインドネシア語を使用するように指示した。

Wenger 他（2011; 35）の“guiding questions”を参考に、①これまでで最も有意義だった活動、

②その活動から得たアイディアの教育現場での実践・応用、③その実践・応用による自分自身や

周囲の人たちの変容に関して聴取した結果、523 名（20 の州および地域）から回答を得た。調

査項目の詳細および回答者の地域と数は表 2および表 3のとおりである。 

 

表 2 調査項目（分析に使用した質問のみ抜粋・和訳） 

• これまで教師会に参加してきた中で、もっとも有意義だった活動は何ですか。詳しく教

えてください。 

• その活動に参加して、どのような経験を得ましたか。 

• 活動の中から得たアイディアを、実際の教室活動で使ったことがありますか。 

• （「はい」の場合）どのように使いましたか、または使っていますか。 

• （「いいえ」の場合）使っていないのはどうしてですか。 

• その活動やアイディアを実践することで、自分自身にとって何か変化がありましたか。

（ある場合、どんな変化か具体的に教えてください） 

• その活動やアイディアを実践することで、周りの人に何か変化がありましたか。（ある

場合、どんな変化か具体的に教えてください） 

 

表 3 所属する教師会の所在地域と回答者数（降順） 

州および地域 回答者数 州および地域 回答者数 

西ジャワ 130 南スラウェシ 7 

ジャボデタベック 79 ジョグジャカルタ特別州 7 

東ジャワ 77 南カリマンタン 5 

バリ 34 東カリマンタン 5 

中部ジャワ 32 南スマトラ 4 

西スマトラ 24 中部カリマンタン 3 

ランプン 17 バンテン 3 

北スマトラ 15 パプア 1 

リアウ 15 ジャンビ 1 

北スラウェシ 13 全国規模の教師会 29 

アチェ 8 単発の研修会 5 

計 523名（20の州および地域） 
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5. 回答データの計量テキスト分析 

本調査で得られた自由記述データの分析には計量テキスト分析の手法を用いた。テキスト型

データを計量的に分析する際のアプローチとして、樋口（2004）の提案する「統合アプローチ4」

を採用し、その分析システムには KH Coder（樋口 2004）を用いた。このアプローチを採用し

た意図は、データの分析者あるいは研究者が分析の最初に行なう回答データの整理やコーディ

ングにおける恣意的な作業を極力排除してデータを探索することができ、かつ「分析者が主体的

かつ明示的にデータ中からコンセプトを取り出し、分析を深める」ことが可能になるところにあ

る。そのような KH Coderの利点を活かし、本研究では後述する「学びの構図」を可視化する工

程において、研究者の主観に左右されず機械的にデータ全体を探索したり教師の「学び」を構成

する要素（コンセプト）を抽出したりすることが可能になる。 

なお、本調査で収集した自由記述データはインドネシア語であるため、分析作業に先立ち、ま

ず機械翻訳機能（Google Translate）にかけて日本語に訳出したのち、筆者による訳文の精査（誤

訳や訳抜けのチェック）と修正作業を行ない、日本語の回答データを作成した。以降、「回答デ

ータ」とは、日本語に訳出したあとのものを指す。 

 

5.1 KH Coderによる 2段階の分析手順 

樋口（2004）によると、KH Coder を用いた分析手順は 2 段階を想定している。本研究にお

いてもその手順に沿って 2 段階で分析を行なった。まず、研究者の予断を交えずにデータの全

体像を探るために、回答データから KH Coder を通して自動抽出した語を集計し、多く出現し

ていた語を確認した。その確認には、図 1のような抽出語リストを用いた。質問ごとに抽出語リ

ストを作成し、それぞれの回答データにどのような語が多く出現していたかを確認した。また、

回答データの抽出語から共起ネットワーク（図 2参照）を作成し、語の結びつきを観察すること

でコンセプトの取り出しに活用した。これらの確認作業を通してデータ全体を機械的に探索し

ておくことで、研究者の恣意的な解釈を避けることができるうえ、次のコーディング作業に必要

となる「コンセプト」を決める過程で研究者の観点を取り入れることができる。ここで述べる「コ

ーディング」とは、「データ内に特定の表現があれば、コンセプト Aとし、出現していたとみな

す」（樋口 2004）といったプロセスを指す。 

 

 

4  樋口（2004）は、テキスト型データを計量的に分析するにあたり「従来の 2つの方法、す

なわち分析者の作成したコーディング基準にそって言葉や文書を分類する Dictionary‐

basedアプローチと、多変量解析によって言葉や文書を分類する Correlational アプローチ

とを互いに補い合う形で統合することを提案」している。 
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図 1 抽出語リストの一例（質問 1回答データより作成） 

 

本研究について述べると、質問 1（いままでで最も有意義だった教師会の活動は何か）の回答

データから作成した抽出語リストや共起ネットワークの中に「勉強会」「JLPT」「日本語」「能力」

などのキーワードの出現や結びつきを見つけた場合、それらの文言が含まれる回答を「日本語勉

強会（日本語能力向上）」というコンセプトを含むとし、出現したとみなした。 

 

 

図 2 抽出語・共起ネットワークの一例（質問 1回答データより作成） 

 

 つぎに、上述のようにしてコーディングで研究者の観点を活かしながらコンセプトを取り出

したあと、単純集計を用いて多く出現したコンセプトを観察したり、共起ネットワークを用いて

コンセプト間の結びつきを探ったりして分析を深める。本研究においては、実践コミュニティと

しての教師会での活動やネットワークの繋がり、そしてそこで起こる「学び」の循環に着目する
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ため、質問間のコンセプトを分析した（図 3および図 4参照）。 

 

 

図 3 コーディング・単純集計の一例（質問 1および 2の回答データより作成） 

 

 

図 4 コンセプト・共起ネットワークの一例（質問 1および 2の回答データより作成） 

 

6. 学びの構図の可視化（Value Creation Matrix） 

コンセプトの単純集計の結果や共起ネットワークの結びつきを観察、分析したあと、現在のイ

ンドネシアの教師会における学びの構図を可視化するために Value Creation Matrix（以下、

VCM）を作成した。Wenger 他（2011）は VCM 内に現れる実践コミュニティの活動や「学び」

の項目を“indicator”と呼ぶことから、本稿でもこれ以下「コンセプト」を indicatorと言い換

えることとする。 

単純集計と共起ネットワークを照らし合わせながら、それぞれの indicator の性質に適した
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Cycle に配置し、出現数別に色分けをした（図 5）。以下、各 Cycle に配置された indicator につ

いて、出現結果と合わせて説明する。 

 

6.1 Cycle 1 Immediate Value（即時性のある価値） 

Immediate Value には、定例会（104）5や勉強会（196）で日本語教師仲間と定期的に会うこ

とのほか、地域にいる日本人との交流（15）や教師会が主催する文化祭などのイベント（9）と

いった参加することそのものに意義を感じる活動を位置付けた。ここでいう勉強会とは、教師会

が開催する日本語の指導法や学習法についての研鑽や、新カリキュラム6に基づいて作成された

教科書の教え方ワークショップ、教育文化省が主催する小研修などを指す。教師会が主催する勉

強会は、定例会の一部として開催されることも多く、派遣専門家が講師として出講することもあ

る。 

 

 

図 5 Value Creation Matrix 

 

6.2 Cycle 2 Potential Value（潜在する価値） 

これは、それぞれのメンバーが自身の環境や文脈の中で後々用いる可能性がある価値のこと

 

5  カッコ内の数字は、コーディングによるコンセプトの出現数。 

6  2006年以降実施されていたカリキュラムから大きく改変され、2013年に新たに発表され

た新しい国家教育カリキュラムのこと。インドネシアでは、約 10年に 1度教育カリキュラ

ムが見直され、教育現場はその度に対応に追われている。 
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である。具体的には、教師会の活動として勉強会や研修などで得た新たな知識（289）や経験を

共有（125）したり、共に教案・シラバス（89）や教材（225）を作成したり、試験に関する情

報共有や問題作成（34）を行なうほか、教師同士で一緒に日本語を学習して日本語能力を向上

（20）させ、日本語能力試験の受験を目指す活動も見られた。 

 

6.3 Cycle 3 Applied Value（応用された価値） 

523名のうち 505名が、教師会で学んだことを何らかの形で「教育現場で実践している」と答

えた。授業での実践に関する記述（663）のほか、従来の教え方を変化（392）させたり、教師会

での学びを自分の生徒の状況に合わせて調整や応用（169）したりしているようだ。また、日本

語パートナーズ関連（34）との回答から、日本人ネイティブスピーカーとの交流やチームティー

チングを通して生徒や学校にもたらした成果に価値を見いだした者もいたようだ。一方、必ずし

も教師会の活動で学んだことを現場に適用できるわけではなく、途中で諦めてしまう教師も一

定数存在することも回答から明らかになった。その背景には、生徒の日本語能力の差や勤務する

学校での日本語クラスの存在感、学校の教育方針や設備などの状況や環境などが教師によって

様々に異なり、教師 1人の努力ではなかなか変えられない要因が多々ある。 

 

6.4 Cycle 4 Realized Value（実感された価値） 

523 名のうち 483 名が「学んだことを現場に応用したことにより、周囲に何らかの変化を感

じている」と回答した。一番多く回答されたのが、生徒の変化に関する記述（624）である。生

徒の学習意欲が高まった、生徒中心の活動ができるようになったなどの肯定的な回答が多かっ

た。また、コミュニティでの学びの応用が生徒以外にも変化をもたらすと感じているようであ

る。たとえば、学校の他教科の同僚（48）や校長などの管理職（79）が挙げられる。コミュニテ

ィ外の教育者が回答者の教育方法に興味をもちはじめたり、彼ら自身の授業でも取り入れるよ

うになったりしたとの回答も見られた。「校長が生徒の変化を見て、日本語教育に対する理解を

より示す」ようになった、「自分に対する管理職からの評価が高くなった」といった記述もあっ

た。そのように学校内で日本語教員の存在感が増すことで、日本語の授業数の増加（9）に繋が

った可能性もある。また、「（メンバーが）以前より積極的に経験をシェアするようになった」な

ど、コミュニティの活動によって起こった所属メンバーの変化を感じ取った回答も見られ、コミ

ュニティ内の「学び」の循環に直結しうる変化が生まれていることがわかった。以上のように、

日本語教師会における学びの効果は、授業での実践にとどまらないということがうかがえる。 

 

6.5 Cycle 5 Transformative Value（変容性のある価値） 

本研究における Transformative Value として、コミュニティへの参加を通じて、自分自身の

気持ちの変化や教師としての資質の変化を感じていたことがうかがえる回答が見られた。気持

ちの変化として「モチベーションが上がった」「自信を持てるようになった」「日本語教師として

の満足度があがった」「仕事に誇りを持てるようになった」ようだ。また、教師としての資質の
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変化としては、「生徒に対する理解が深まった」「よりクリエイティブになった」「他の教師と意

見交換をするようになった」「自分の教え方を客観的に見られるようになった」といった回答が

あった。一方、実践コミュニティとしての教師会が見いだしうる Transformative Value のひと

つとして、教師会そのもののあり方や価値を変容させるような体験やエピソードが挙げられる

ことも想定したが、今回の調査ではそのような回答は得られなかった。 

 

7. 教師会における学びの軌跡 

前出の VCM に照らし合わせながら、日本語教師の学びの軌跡について考察する。ここでは、

アンケートの分析結果から明らかになった 3 つのケースを取り上げて、indicator 間の繋がりを

教師会における学びの軌跡のパターンとして図示した。（図 6内の矢印①〜③） 

 

 

図 6 教師会における学びの軌跡（矢印①～③） 

 

1つ目（矢印①）は、日本人と会話をして親交を深めるような交流の場や機会を通じて日本語

能力の向上を実感したパターンである。交流の場に居合わせたり、日本人が参加する会話会に参

加したり派遣専門家に直接尋ねて日本語や日本文化に関する疑問を解決できたりすること自体

に意義を感じるようである。教師会の活動として、日本人との交流を持つことができ、日頃の疑

問や質問を気軽に解消できる機会を創り出すことがメンバーの満足度、つまり参加の意義に繋

がると捉えることができる。 

2つ目（矢印②）は、勉強会で得た教授法や教室活動のアイディアを取り入れて、自分で新た

に教材を作成、またはブラッシュアップし、授業で実践した結果、生徒のよい変化や反応を感じ
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取ったパターンであり、実践コミュニティの活動が効果的に作用したと言える。しかしながら、

回答の中には、勉強会に参加しながらも、様々な状況や環境が原因で実践まで結びつけることが

できなかった（もしくは結びつけようと努力している最中と解釈できる）パターンも見られた。 

3つ目（矢印③）は、新たな知識を得たことで教え方に変化が生じ、その結果、コミュニティ

の枠を越えて周囲の者にも変化をもたらしたパターンである。具体的には、勉強会へ積極的に参

加して得た新しい知識や、そこで学んだことで教え方に影響を与え、授業に反映できた結果、校

長が教師やその教室活動に起こった変化を捉え、その学校の日本語クラスを再評価した例であ

る。これは、学校長からの評価によって、教師自身のやる気が向上したというひとつの成功パタ

ーンであると言える。教師が自身の仕事に前向きな気持ちや積極的な姿勢を持ち続け、教師とし

ての資質をさらに高めるにあたっては、教師個人の努力だけでなく、教師会活動への積極的な参

加やメンバーとの交流、学校の管理職からの評価や承認といった要素も必要であると言える。 

ここで紹介した 3 パターンは、多数ある回答の中から取り出した一例にすぎない。教師会に

おける日本語教師の学びの軌跡は、教師や現場の数だけ存在すると考える。実践コミュニティの

性格やメンバーの態度や能力、活動の種類や内容、実践のあり方など様々な要素が互いに影響を

与えながら繋がっていくものであると考える。 

 

8. 考察 

以上の分析結果および VCM から見えてくる今後の教師会支援のあり方について考察を述べ

る。 

 

8.1 勉強会から実践のその先へ 

教師会が実践コミュニティとして発展し続けるために、勉強会で新たな知識を得た先に現場

での実践があることはもちろん、その実践から得た経験を再び教師会での学びに還元していく

というプロセス、つまり Learning Loops（図 7）が必要であると考える。これまでの派遣専門

家による勉強会などのサポートは「何を教えるか」「どのようなワークショップ、勉強会にする

か」という内容に主眼が置かれ、勉強会で得た知識を現場で実践し、それによる学習者や教師自

身の変容を目的とするものではあったが、実践の結果を教師会に還元するような働きかけや仕

組みづくりの支援はあまり実施されてこなかった。勉強会から得た知識やスキルをそれぞれの

教育現場で実践し、さらに実践から得た反省を教師会に共有する Learning Loopsを形成する段

階までを想定した支援計画を進めることが今後必要になるだろう。そうすることで、教師会活動

に参加することが、教師個人の変容だけにとどまらず、Cycle 5に位置付けられるような教師会

のあり方そのものを継続的に変容、発展させていくきっかけになると期待する。 
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図 7 Learning Loopsのモデル例 

 

8.2 リソースの蓄積・活用 

Cycle 2において経験や新しい知識の共有など多くの Potential Value（潜在する価値）が挙が

ったが、これらのリソースはコミュニティ内で蓄積、更新され、継承されていく必要があると考

える。さらにはメンバーがいつでもアクセスできるように管理されるのが理想である。しかしな

がら、そのような情報共有・管理の体系やプラットフォームを持つ教師会はいまだに少ない。多

くの地域の教師会では、メンバー同士のコミュニケーションツールとして WhatsApp（チャッ

トアプリ）がよく使われ、教師会活動のお知らせやアンケートからその他簡単な情報共有まで、

頻繁にチャット上で行われている。しかし、チャット機能のみでは古い情報やデータを遡って検

索するのが困難であったり、せっかく提供されたリソースを「将来使われるべきリソース」とし

て体系的に蓄積することができなかったりするという難点がある。これらの問題は、派遣専門家

から無料のクラウドドライブやウェブサイトといったプラットフォームを紹介したり、情報管

理の方法を助言したりすることで解決できることである。教師会が自走できるような持続可能

な方法を提案し、導入していくことも支援のあり方として有効であると考える。 

また、リソースといえば、人的リソースの活用を推し進めていくことも今後の新たな支援のあ

り方として一考の余地があるだろう。現状、教師会の活動には、教育省主催の研修に参加した教

員がそこで得た情報を地域の教師会メンバーに広めたり、派遣専門家が教師会における勉強会

の講師を務めたりと、トップダウン型のものが多い。しかし、派遣専門家が常駐しておらず、

JFJAや教育文化省からの支援も届きにくい多くの地域においては、既存の人的リソースをうま

く活用し、持続可能な学びを自律的に獲得していくことが求められる。たとえば、各種研修（JFJA

主催・共催のワークショップや訪日研修、教育省主催の研修など）の参加者に地域教師会での共

有を促したり、現地の日本人と協働したりするなど、地域にあるあらゆるリソースを生かしなが

ら教師会での学びに繋げていく工夫が必要となる。そのためにも、どの時期にどのような教員研

修があり、それに教師会メンバーの誰が参加し、どのようなリソースを教師会に還元できるのか

の見通しを立てておくことが理想である。派遣専門家は、教師会のリーダー格となるメンバーと

協働し、教師会活動の方針や企画を検討した上で、関係者の協力を仰ぎながら、実践コミュニテ

ィ内の「知の共有」が実現するように働きかけていくべきであろう。 

 

9. 今後の課題 

今回の調査では、様々な地域に所属する教師から広く意見を募るためにアンケート形式を採
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用したが、今後の研究では、地域ごとの現状により即した形で教師会を把握していくため、イン

タビューなどの質的手法を用いて学びの軌跡を捉え直したり、地域別あるいは教師会の規模別

に分析したりするなどの切り口が考えられる。それによって、今回の調査では見いだせなかった

メンバー1人ひとりの経験に裏付けられた外的・内的な変化や深い洞察が得られるのではないだ

ろうか。また、Value Creation の分析や学びのサイクルのあり方については、実践コミュニテ

ィのメンバーに共有され、共に議論されて初めて意味のあるものになると考える。本研究から得

た知見を今後地域の教師会に還元しながら支援に当たっていきたい。そこから、教師たち自身が

教師会での学びを捉え直し、教師会がより発展した学びの場になっていくことを願ってやまな

い。 
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岡本 拓（おかもと たく） 

【主な海外教授活動の場】 

アメリカ合衆国・中等教育機関 2013. 08〜2015. 06 

同上・高等教育機関 2015. 08〜2017. 05 

インドネシア・中等教育支援 2017. 08〜2020.07 

杉島 夏子（すぎしま なつこ） 

【主な海外教授活動の場】 

中華人民共和国・高等教育機関 2012. 06〜2014. 06 

インドネシア・中等教育支援 2018. 06〜2021.06 
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【第 7 回】 

「ニュー・システムによる日本語」 
学習者のための初級日本語を問い続けて 

 

研究法上の提案：初級日本語学習者に観察される学習上・使用上の困難をもとに、

日本語文法体系を再考する 

教授法上の提案：学習者理解のために、教師が自身の学習者経験を振り返る 

        母語話者教師として感じる違和感から、初級の学習項目を見直す 

 

 海外で日本語教育が始まってから今日までの長い期間において、幾多の学習上の工夫や

教育改善の貴重な努力が行われてきました。しかし、それに対して他者が注意を払うとい

うことは多くありませんでした。本誌常設コーナーである「ディスカッション」は、その

ような個人的な経験が風化していってしまう現状を何とか変えたいという問題意識から生

まれたものです。本記事では、こうした努力の価値をできる限り共有し、学会誌のメディ

アとしてのありかたを常に再考します。また、海外日本語教授経験者や学習者による教育

実践に着目し、その成果報告・情報交換・研究実施・研究成果の公開と共有を行い、それ

らの方法自体を開発・改良していくエンジンであることを目指します。 

 

 初級日本語教育における学習項目の導入の仕方や順序などに、多少なりとも疑問を持っ

たことのある教師は決して少なくないのではないでしょうか。 

その中のお一人である海老原峰子さんは、今から約 35 年前、初級日本語教育のありかた

に大きな疑問を抱き、徹底的に学習者の視点に立ってその解決策を模索していらっしゃい

ました。そしてこれまでとは異質な教授法をシンガポールから提案なさいました。それ

は、既存の教科書が暗黙の前提とする英文法式の日本語の捉え方とは一線を画し、日本語

本来の規則性に根差した教授法です。これが第 11 号のタイトル「ニュー・システムによ

る日本語」です。 

 今回、神奈川県鎌倉市にお住いの海老原さんを訪ね、「ニュー・システムによる日本

語」を開発した経緯、そして彼女がその開発に込めたお考えや思いなどを伺い、記事にし

ました。  

ディスカッション 
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インタビュー：2020年 10月 19日実施、聞き手：学会誌編集委員会（内山） 

構成：学会誌編集委員会（内山・高嶋・吉田） 

 

海外で日本語学校を設立、そして抱いた初

級日本語教育に対する強い違和感 

 

————海老原さんはもともとシンガポー

ルで貿易のビジネスをなさっていて、1985

年に日本語学校 Bunka Language Pte. 

School を設立されたということですが、そ

れはどのようないきさつだったのでしょう

か。 

 

人手が足りないという知人の日本語学校

からの依頼で、週 1 回日本語を教えること

になったのです。当時私は日本語を教えた

経験がなかったので、日々勉強しながら教

えました。このころのシンガポールは日本

語熱が非常に高く、これはビジネスチャン

スだと感じ、日本語学校の設立に動いたの

です。 

 

——————では、転業されて日本語学校

設立のために新たなユニットをお借りにな

ったわけですね。 

 

はい。学習者、特に若い女性を集めるため

の必要な要素の 1 つとしてファッショナブ

ルであることが大事だと考えたため、東京

の銀座と六本木を合わせたような、シンガ

ポールの目抜き通りであるオーチャード・

ロードにユニットを借りました。 

 

————開校当初、どんな教科書を使われ

ていたのでしょうか。 

 

英語で文法説明のある教科書を使ってい

ました。 

 

————この時の初級の指導は、既存の教

科書に沿った形でなさっていたんですね。 

 

そうです。でも次第に私の中である疑問

がどんどん大きくなっていきました。各ク

ラスは週 3 時間でしたが、最初何週間も「で

す・じゃありません」ばかりやっていて全然

先に進まないんです。ようやく動詞に入っ

たと思ったらこれも「ます形」のみ導入し、

しばらくは「ます形」のみで進め、定着させ

ますよね。要するに、日本人が日常使う日本

語をぜんぜん教えないのです。そしてしば

らくしてから基本的な活用をばらばらと長

い時間をかけて導入していくため、活用が

なかなか定着しないんです。無駄に時間が

かかりすぎて苦労する。そのため会話がほ

とんどできないのです。この順序で教えて

いいのだろうか、学習者がもっと楽に習得

していく方法があるのでは、と考えるよう

になりました。 

 

————初期の段階で「ます形」だけを教え

ることに、まず大きな疑問をお持ちになっ

たということですね。 

 

そうです。初心者に少し特殊な話し方を

教えているようなものだと思ったんです。

学習者は、日本人が話している会話がほと

んど聞き取れませんよね。たとえば、「いこ

う」という音を聞いても、これが「行きます」
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と同じ動詞だということがわからないのは、

もったいないし大きな問題だと思ったんで

す。特に教室外ではほぼ日本語との接触が

ないような環境で日本語を学ぶ学習者にと

っては、初期の段階で「ます形」しか導入し

ないのは、弊害があると感じました。 

 

————たしかに、いわゆる JFL 環境の学

習者にとってはこの弊害は特に大きいです

ね。実際、アニメなどで聞く日本語と教室で

学ぶ日本語が全然違うと感じ、そこに大き

い違和感を持つ学習者は多くいますね。 

 

はい、そして、「ます形」だけにどっぷり

浸かってきたあと、いきなり襲ってくる「て

形」の関門、そのあとに他の数々の活用が続

き、学習者にとって無駄な苦労を与えてし

まっていると思ったのです。実際、「て形」

のところで脱落していく学習者もいますし、

とにもかくにも、学習者の苦労を減らした

いという想いを強く持ったものです。 

 

————自分自身の外国語学習を振り返っ

てみると、そのような、途中で突然大きな苦

労に直面することは特になかった気がしま

す。それは、言語教育の体系が整っていて、

基本的なところは初期の段階からきちんと

習っていたというわけですね。 

 

そうです。先にお話しした動詞の活用だ

けではなく、初級日本語教育においては、初

期の段階で文を作る普遍的な決まりを教え

ないことに問題があるのではと思いました。

つまり、従来の初級日本語は言語教育の体

をなしていないのでは、との考えに至った

のです。 

 

 

「ニュー・システムによる日本語」の開発

へ 

 

————なるほど、そこで、初級における導

入の仕方を日本語の普遍的な決まりを教え

るように変えることで、学習者の苦労を減

らせるとお考えになり、それが「ニュー・シ

ステムによる日本語」の開発につながって

いくんですね。 

 

はい、そうです。初級の初めから日本語の

基本的な法則を教えようと思ったのです。

そのもととなったのは、私たちが外国語を

習うとき初期の段階で基本的な法則を学ん

だではないかということ、そして自分だっ

たらどう習いたいかということを常に考え

ていたことだと思います。 

実際私は日本語を教えているとき、学生

時代に第 2 外国語のドイツ語を学んだ時の

ことを思い出して比べていました。冠詞、動

詞、形容詞の変化は初めから習いました。 

 

————日本語学習においてその基本的な

法則の一つが動詞の種類と活用システムで

あり、それで、学習の初期に動詞活用を一括

導入することをお考えになったのですね。 

 

はい、この動詞の活用を一括導入するこ

とは、初級日本語教育に対して私がこれま

で抱いていた「絶対おかしい！」という思い

に対する解決法として生まれました。50 音

表との連携をひらめいたのです。これは私
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たちが国文法1の中で知っているものです

が、こんなに美しく完璧なシステムを使わ

ない手はないと思いました。従来のやり方

では一年かかっていた「ます形」「ない形」

「辞書形」「よう形」「ば形」「て形」の 6 つ

の活用を、初期に一括して導入するのです。 

方法としては、ビギナーの第 1 日目、つ

まり日本語について全く知識がないときに

50 音を学ぶのですが、そのときに各行（カ

行、サ行など）にグループ 1 の動詞を一つ

ずつ入れて（動詞付き 50 音表）6 つの活用

形を反復練習して 3 週間ぐらいで暗記させ

てしまうというものです。これはちょうど

私がドイツ語を学習したとき、第 1 日目の

授業で 16 通りの冠詞の活用を反復練習し

たのと同じようなものです。脳がドイツ語

について白紙状態だったため、苦も無くす

んなり入っていきました。この「動詞付き

50 音表」の他に、グループ 1、グループ 2

の動詞、「くる」、「する」の活用をまとめた

「動詞はやわかり表」も作りました。 

 

————この動詞一括導入に関し、2013 年

にケニアで行われた東アフリカ日本語教育

会議において「動詞の指導法」というタイト

ルでご発表なさいましたね。 

 

はい、その時、一部の先生は大変面白かっ

たと仰って下さいましたが、はたしてどの

ぐらいの方が真に理解して下さったかは不

明です。 

 

————実際には、初めからたくさんの形

 
1  ここでいう「国文法」とは、本居宣長によって体系化されたものに基づいている「本来の

国文法」を指し、明治以来英語教育を参考にして作られた学校文法、つまり学校の国語で教

えられているもののことではありません。 

を教えるのはムリ、あるいは、学習者が大混

乱するだろうと考える教師は少なくないで

しょうね。 

 

はい、そうだと思います。でも私たちが外

国語を学んだとき、初期の段階で動詞や形

容詞の活用などを習ったはずです。なぜ日

本語学習者にはこれが難しすぎてできない

のでは？と考えるのでしょう。不思議です

ね。学習者にとって「簡単なのがいいだろ

う」という妙な思い込みが教師側にあるよ

うで、私はこの思い込みがとても気になっ

ていたのです。何だか学習者を見下してい

るようですよね。 

 

————全く同感です。その妙な思い込み

のせいで、はじめは簡単でもあとになって

学習者が苦労してしまうのでは本末転倒で

すね。海老原さんが著書の中でおっしゃっ

ていましたが、初めに一括導入するやり方

は、脳科学的にも有効のようですね。 

 

はい、記憶をつかさどる海馬の話ですね。

海馬は未知のもの、興味のあるものに対し

て活発に働き、マンネリ化したことや興味

を失ったことにはあまり働かないので、そ

の性質を利用すればよいということです。 

 

————50音表と連携させた動詞活用一括

導入を着想後、日本語本来の動詞の仕組み

を教え始められたわけですね。ハンドアウ

トを作って、それに工夫を重ねながら改良

なさいました。それを教科書としてまとめ
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上げ、1988 年にご出版なさいます。それが

『ニュー・システムによる日本語』（Bunka 

Language Pte. School、1988 年）ですね。 

 

はい、世間で「ニュー・システムによる日

本語」と呼んでいるのは、この動詞の活用を

50 音と結び付けて覚えさせるシステムの

ことなのですが、実は教科書には以下の 3

本の柱があります。 

1, 動詞の種類と活用システム 

2, 日本語の語順は「必要な言葉＋述語」 

である 

3, トピックの概念（助詞「は」の使い方） 

 

 

教科書『ニュー・システムによる日本語』に

おける 3 本の柱 

 

————詳しくは、海老原さんの 2 冊の著

書、『日本語教師が知らない動詞活用の教え

方』（現代人文社、2015 年）、『日本語教師と

して抜きん出る』（現代人文社、2020 年）の

中に説明があるので、ここでは簡単にお話

を伺います。まず 1 の「動詞の種類と活用

システム」については、動詞活用一括導入と

してお話を伺ってきましたが、補足して強

調しておきたいことがあります。一括導入

において大切なのは、何度も繰り返して練

習することなんですよね。 

 

はい、頭で理解するだけではなくパター

ンを脳に刷り込ませていくことがとても重

要です。 

動詞の仕組みを教えることは実はシンプ

ルですので、まずそのシンプルでしっかり

とした基礎を作り上げ、さまざまな言い回

しを築き上げてく楽しさ、喜びを学習者と

もに味わっていけるはずです。実際私は、動

詞を教える苦労、学ぶ苦労を楽しさに変え

ることができたと思っています。 

あるセミナーで、ある教師は自分も「動詞

付き 50 音表」を見せていると言いました。

しかし覚えてもらわなければ使えるように

ならないのです。繰り返しになりますが、頭

で理解するだけでなく、九九のように暗記

してしまうことが何より大切なんです。日

本人は英語の人称代名詞の変化を学習して、

理解しています。でも会話で「her」とか

「him」などが瞬時に出てこない人が多い

です。実際に使えなければ意味がないので

す。 

 

————では、次に 2「日本語の語順は『必

要な言葉＋述語』である」について伺いま

す。 

 

日本語には文法的に必須な補語というも

のがなく、述語の前に当事者にとって言わ

なければならない情報だけを付け足してい

くものです。ですから「～は～を～V」、「～

は～で～V」などの文型を覚えさせるのは間

違っているのです。そんなものは全く架空

のものなのです。そんな人工的な形式に基

づいて文を作ると自然な日本語にはなりま

せん。それと、ここで強調しておきたいの

は、「要らないものを省略する」のではなく、

「必要なものだけを付け加える」という点

です。 

 

————これは学習者が自然な日本語を話

せるようになる大きなポイントですね。 

 ところで、さきほどの「省略」とのかかわ
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りで、「日本語は主語が省略できる」と強調

なさる方がいますね。 

 

はい、それに対し私が「『主語が省略でき

る』のではない」と言うと、理解しにくい方

がわりといらっしゃいます。「省略」という

考え方は、元々言うべきものがあってそれ

を言わない、書かない、ということですが、

その方たちは、元々主語を言うべきだと考

えているわけです。 

 

————著書『日本語教師として抜きん出

る』の中の、「～は～です」から教えてはい

けない（p.20）や「日本語は SOV 型」は間

違い（p.66）という箇所に私もハッとしまし

た。さて 3 の「トピックの概念（助詞「は」

の使い方）」については、2013 年に続いて

2014 年の東アフリカ日本語教育会議でご

発表なさいましたね。 

 

はい、「初級学習者に対する助詞『は』の

指導法」というタイトルで、従来の「は」の

指導法の誤りと正しい教え方についてお話

ししました。 

ざっとお話しすると、「は、に、を、が、

で、から」などを助詞として一括りにして扱

うのは、英語などで前置詞と冠詞を一緒に

してしまうのと同じように重大な誤りなの

です。疑問を表わす終助詞「か」などは格助

詞と区別しているのですから、トピックを

表わす「は」も副助詞として明確に格助詞と

区別して扱うべきなのです。確かに、教科書

などでは「は」はトピックを示すと説明して

います。でも、「は」はトピックや主語を示

す、「が」は主語を示す、「を」は目的語を示

す、「に」は時間を示す……などとすべて並

列に教えてしまうため、2 つの問題が生じ

ます。1 つは、主語に「は」を使うか「が」

を使うかというもの、もう 1 つは主語以外

に「は」を使うことができなくなる、という

ことです。従来の教科書では、初級の最初の

方では主語がトピックになっている文しか

教えていないし、さらに「あります」を導入

するとき突如「が」をセットで教えるため、

動詞「ある」を使うときだけ「が」を使うと

いう奇妙な現象が起きます。ほかの動詞の

時には主語に「は」を使うべきか「が」を使

うべきか分からず、とりあえず全て「は」を

使ってしまうのです。もちろん、目的語や時

間などに「は」を使うようなことは扱いませ

ん。助詞「は」を格助詞と切り離してどのよ

うに教えれば良いかということは、私の著

書や教科書をお読みいただきたいと思いま

す。 

 

 

シンガポールで一躍人気の学校に 

 

————以上の 3 つの柱からなる「ニュー・

システム」の教授法によって、学習者は自然

な日本語の文が作れて会話ができるという

わけですね。ところで、設立された学校は瞬

くに大人気になったそうですね。 

 

はい、すでに他の学校で少し学んだ経験

のある生徒たちは、私の学校の教え方が普

通と違うことが分かるので、この教え方に

感動して口コミで評判を広げてくれました。

ですから 7 割以上の生徒は紹介によるもの

で、国立シンガポール大学の日本語科の学

生たちも大勢学びに来ました。 
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————海老原さんの学校の先生方はどん

なお考えだったのでしょう。 

 

私の学校では採用の面接の時に、この教

え方を詳しく説明しましたので、納得の上

で働くのです。実際に授業を始めてみると、

第 2 週目の授業のあと生徒に「せんせい、

らいしゅう何時に来ればいいですか」と聞

かれて感激したと話してくれた先生がいま

した。今まで教えていた学校では、1 年ぐら

い経たないとこんな表現はできなかったの

ですから感動したんでしょうね。 

また、少し日本語ができる知り合いの人

に 50 音表を見せて、動詞はこのように活用

するんだよ、というと相手が目を輝かせる

という話はよく聞きます。 

これは私自身のことなんですが、生まれ

て初めてこの教え方で教えて、授業を終え

てエレベーターで生徒と一緒になったとき、

「せんせい、どこへいくんですか」と聞かれ

たんです。従来の教科書で教えていたら、初

級で何週間も経ってからようやく「あなた

はどこへいきますか」などと言ったでしょ

う。第 1 日目の出来事ですから感慨ひとし

おで今でも忘れません。 

 

 

日本語能力試験（以下、JLPT）合格に向け

て、効率的な近道 

 

————さて、この教授法の威力に関連し

て JLPT についてのお話も聞いておきたい

 
2  『ニュー・システムによる日本語』（Bunka Language Pte. School、1988 年）のちの『ニ

ュー・システムによる日本語〔中国語・英語版〕』（現代人文社、2016年）。 
3  もとは非公開・非売品で、2018年に『ニュー・システムによる日本語 続編〔英語版〕』

（New System Japanese 2018年）として出版し、世に公開。 

です。海老原さんは早い段階で JLPT 対策

に取り組まれたのですね。 

 

はい、1984年に開始されたJLPTですが、

シンガポールでは、私の記憶に間違いがな

ければ 1986 年から受験可能でした。取得し

たサティフィケイトの存在がかなり大きな

力を持つ社会であるシンガポールでは、こ

の JLPT は学習者にとって大変魅力的なも

のでした。そのため私の学校ではいち早く

この資格取得を目指した対策講座などを充

実させました。 

 

————『ニュー・システムによる日本語』

で学ぶと、JLPT 合格に早く到達するのです

ね。 

 

はい、確実にそう言えます。通常、JLPT

旧 3 級（現在の N4）までの学習時間の目安

は 300 時間ですが、『ニュー・システムによ

る日本語』を使うと 120 時間になります。

初級クラス 1,2 で第 1～20 課2を 48 時間か

け、中級クラス 1,2,3 で第 21～50 課3を 72

時間かけて学びます。この合計が合計 120

時間となり、この内容がまさに JLPT 旧 3

級、現在の N4 に要求されている学習項目

なのです。また、学習者は動詞の活用の基礎

部分がしっかりできていますので、その後

の学習項目を簡単に積み上げていくことが

可能となり、N3、N2 にも早く到達できま

す。 
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特許を取得する 

 

————ではまた教科書自体のお話に戻り

ます。この教科書で特許をお取りになりま

したね。なぜ特許を？ 

 

私がいくら学校のパンフレットなどで、

この教え方の効率性を主張しても、それは

主観的だと思われてしまいますよね。この

方法の優位性を第三者の判断によって示し

たかったのです。私は大学でコンピュータ

ーのプログラミングを少し勉強していまし

たので、動詞活用を習得できるソフトを作

ろうと考えてその方向で教授法と併せて特

許を申請したんです。 

 

————なるほど。 

 

特許の基準というのは、「原理に沿ってい

るかどうか」、「自然法則を利用した技術的

創作」であることなんですが、私の動詞活用

の教え方が日本語の原理に沿っていること

が認められて実際に特許が取れた時は自分

でもびっくりしました。国によって評価さ

れたわけですから、これほど大きな宣伝効

果はないと思います。特許を取得したこと

と、この方法で教えないと学習者のモチベ

ーションが 3 か月ぐらいで下がってしまう

のに対し、この方法によるとモチベーショ

ンが持続するという比較を表したグラフを

パンフレットに載せたんです。 

 

————どんな反響でしたか？ 

 

そうしたら口コミだけでなくこのパンフ

レットの効果で大勢の生徒が学びに来るこ

とになったのです。この方法をどんどん広

げることが私のやるべきことだと思ってい

たので、ほかの学校の先生などが教科書の

動詞活用のところを無断でコピーして使っ

ていることを知って、私は嬉しかったです

ね。 

 

 

初級日本語文法を再構築し、今こそ確立し

たシステムを！ 

 

————この『ニュー・システムによる日本

語』は見事に新しい初級教科書だと思いま

す。なんといっても第一課が「どこへ いく

んですか。」ですからね。 

 

はい。従来の初級日本語教科書は、歴史的

に最も有名な「長沼教科書」と呼ばれている

『標準日本語読本』（1931 年）、のちの『改

定標準日本語読本』（1948 年）を参考に、あ

るいは継承したものばかりで、国文法*を土

台にしたものは作られていません。どうい

うことかと言うと、英語の教科書の構成を

そのままにして、英文を「です・ます」調に

直訳したものを日本語の教科書にしている

んです。ですから本来初めに教えるべき日

本語独自の動詞活用や、副助詞と格助詞の

違いなどは完全に抜け落ちでいます。最も

重要な部分が抜け落ちていますから学習者

はこの部分で相当な苦労を強いられている

んです。今まで市販されている教科書はほ

とんどその作りです。 

もう一つの歴史的教科書にエレノア・ジ

ョーデンの『Spoken Japanese』（イェール

大学、1945 年）のちの『Japanese: The 

Spoken Language』（イェール大学、1987
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年）があります。これはその名のごとく会話

習得を目指していて、基本的な構文に関し

て、日本語独自の法則に基づいて作られて

います。 

 

————海老原さんが著書の中でジョーデ

ンに触れていましたので、私も『Japanese: 

The Spoken Language』を久しぶりに手に取

って眺めてみました。自然な会話が並んで

いますよね。「日本語の語順は『必要な言葉

＋述語』である」ことがよく表れています

ね。 

 

でも、やっぱり初期に動詞の活用が指導

されていないことで、「Spoken」と銘打って

はいるものの、表現には限界があります。そ

して、「は」の説明などについても問題があ

ります。 

 

————なるほど。そしてこの教科書を除

くと、日本語独自の法則を土台にしている

初級日本語教科書がないというのは、やは

りおかしいとお考えなのですね。 

 

そうなんです。ドイツ語の教科書はドイ

ツ語の法則を基にしているし、フランス語

の教科書はフランス語の法則を基にしてい

ますよね。それなのに日本語の教科書が英

語の教科書になぞらえたもの、言わばまが

い物を何十年も使っているっていうのはお

かしいです。これ以上似たようなものを作

るのは無駄です。早く脱却しないと。日本語

が本来固有の特徴として持つ規則性をその

まま効率よく整理して学習者に示して学び

やすいものにしていかなければ。 

 

————今こそ確立したシステムが必要だ

というわけですね。 

 

ええ。でもこのためには発想の大転換が

必要なため、受け入れられるのは難しいこ

とはわかります。 

 

————自然な日本語を効率的に教えるこ

とで学習者を楽にさせたいというお気持ち

が原動力となり、初級日本語を変えていこ

う立ち上がった海老原さんは、この変革を

個人的なレベルで終わらせませんでした。

新しい教授法を開発し、それを教科書『ニュ

ー・システムによる日本語』としてご出版な

さった行動力、すばらしいですね。 

 

学校経営者という立場だったことで、自

由にやってみることができた面はあると思

います。実際、私の講演などを聞いて、この

教授法を理解し賛同してくださる先生方は

決して少なくないんですが、現在の職場で

は学校の方針があるので本格的な導入は立

場的に無理だとおっしゃることが多いです。

でも、たとえば現在の教科書を使いながら、

先に紹介した 3 つのポイントを加えていく

ことだけでも実践してみていただければと

思います。そうすれば、教えるのがシンプル

になることが実感できるでしょう。学習者

たちも楽になるだけでなく自然な日本語を

話すようになると思います。 

 

————まだまだお話をお聞きしたいので

すが、そろそろ終わりにしなければなりま

せん。海老原さんは 2003 年にご事情で日本

へ帰らなければならなくなり、学校をシン

ガポール人に引き渡して引退なさいました。
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その後少し休まれたあと、「ニュー・システ

ム」を発信し続け、教科書の日本での出版や

ご講演、セミナー、YouTube 動画製作、執

筆活動などでご活躍されてきました。今後

はどのようなご予定でしょうか。また、「ニ

ュー・システム」について改善していきたい

ことがありましたら教えてください。 

 

9 月に『日本語教師として抜きん出る』を

出版してエネルギーを使い果たした感があ

って、まだ特に予定などは考えていないん

ですが、私の趣旨に賛同して下さる先生方

のそれぞれの持ち場での活動を応援してい

きたいですね。 

 

————「ニュー・システムによる日本語」

は、海老原さんの、学習者の苦労を減らした

いという熱い想いと、そのためには、言語教

育の体をなしているとは言えない初級日本

語の文法をぜひとも再構築しなければなら

ないという情熱の産物ですね。今日はすて

きなお話をどうもありがとうございました。 

 

どうもありがとうございました。あとは、

これを読んでくださる皆さんが一人でも多

く初級日本語教育の悲惨な現状、つまり、学

習者が無駄に苦労し、何か月勉強しても基

礎の重要なことが身につかないという現状

に気づいて立ち上がって下さればと思いま

す。 
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『海外日本語教育研究』 
投稿規定・執筆要領 

投稿規定 

１．投稿方法： 

投稿は会員であり、かつ申し込みの時点で当該年度の会費納入が済んでいる方に限りま

す。共著論文の場合は筆頭者が会員である必要があります。投稿を希望される方は、学会

ホームページ上にある投稿申し込みの受け付けフォームからご送信ください。投稿申し込

みの受け付け期間内に論文題目を届け出た方に、編集委員会から投稿承認の通知とともに

論文のひな形を送付いたします。本誌は年 2回刊で、投稿スケジュールは以下のとおりで

す。 

＜上半期号＞投稿申し込みの受け付け締め切り：2月末日 23：59（日本時間）まで。 

投稿締め切り：4月 10日 23：59（日本時間）まで。6月刊行予定です。 

＜下半期号＞投稿申し込みの受け付け締め切り：8月末日 23：59（日本時間）まで。 

投稿締め切り：10月 10日 23：59（日本時間）まで。12月刊行予定です。 
 

２．内容： 

海外の日本語教育に関する「教育方法」「カリキュラムデザイン」「教材」「評価」「言語

習得」「教育史」「言語（教育）政策」等の研究論文で、未発表のものに限ります。他学会

誌等との二重投稿は受け付けられません。 
 

３．使用言語：日本語を原則とします。 
 

４．原稿料：お支払いしません。 
 

５．審査： 

投稿原稿は、複数名の査読委員による審査を受け、その結果を編集委員会が取りまとめ、

投稿者にお知らせします。審査結果は「採択」「条件付き採択」「次号以降への再投稿」「不

採択」の 4つで、「条件付き採択」の場合は、所定の期間内に修正を加え、査読委員の確認

を経て、当該号に論文が掲載されます。また、査読結果によっては研究例会での発表・報告

をお勧めすることがあります。 
 

６．発行： 

本誌に掲載される論文はオンラインジャーナル、ならびに冊子体で公表されます。また、

テーマ別や国別などで再編集して発行する場合もあります。 
 

７．原稿送付先、および投稿に関してのお問い合わせ先： 

投稿は E-mailでのみ受け付けます。また、投稿の方法に関するお問い合わせは以下の連

絡先で常に応じます。本誌への投稿をお考えで、研究トピックについてご相談のある方は、

十分な時間的余裕を持ったうえで、各号の投稿申し込みの受け付け期間以前に、編集委員会

までご連絡ください。投稿受け付けの締め切りが近づきますと、次の号への投稿をお願いす

る場合があります。 

E-mail kgnk.info@gmail.com（学会誌編集委員会）  

mailto:kgnk.info@gmail.com
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執筆要領 

１．投稿原稿の構成： 

投稿原稿は、次の要素から構成されるものとします。この順序で書いてください。 

１）タイトル（副題をつけることも可能） 

２）要旨（日本語 400字以内） 

３）キーワード（原稿中の主要名詞句 20 字以内を 5 つまで） 

４）目次（見出しを 2段配列で） 

５）本文（図表を含む） 

    ①章・節・項構成は 3階層までとします。 

    ②注は、脚注とします。 

６）参考文献一覧 

７）著者紹介 

 

２．投稿原稿の書式・分量： 

  １）分量は資料等を含め 18 ページ以内で横書き。 

  ２）1 ページは A4版横書き 43字×33行。 

  ３）本文は明朝体、タイトルと見出しはゴシック体、欧文（英文字の略語も含む）は半角

文字を使用し、欧文の書体は century。 

  ４）接続詞および接続詞に類するものは、原則としてかな表記。 

    例）「従って→したがって／例えば→たとえば」など。 

  ５）補助動詞はなるべくかな表記。 

    例）「～してみる。／～していく。」など。 

  ６）カタカナは全角入力。 

  ７）数字はすべて半角で、算用数字を使用。 

  ８）数、時間、順番を表すときは、1人、2つ、3時、4回、5位、10日など、算用数字を

使用。1000以上の数字は 3 ケタごとに「,（カンマ）」を入れてください。 

例）「1,000／189,125」など。ただし、年号表記（原則として西暦）は、「1998年／

2002年」などとカンマなし。 

    ９）マル数字の使用は可能です。 

 １０）「！」や「？」「／」「‐（ハイフン）」「“ ”」、括弧類は全角。 

 １１）「！」「？」の後ろは全角アキ。 

 １２）句読点は「、」「。」で統一。 

 １３）ルビは、原則なし。 

 １４）図表・イラストを引用、転載する場合は、投稿者があらかじめ著作権者から転載の許

可を得ておいてください。また転載する際は、原本の著者名、出版年、転載箇所頁も

明記してください。図のキャプションは下部に中央揃えとし、表のキャプションは上 
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部に中央揃えとします。 

 １５）テキストから長文の引用をする場合は、改行し全体を 2 字分下げてください。ルビや

表記は、オリジナルに従うことを原則としますが、読みやすさを考慮して変更も可能

です（変更して引用する場合は、事前に許可を得ておいてください）。直接引用の場合

には、引用箇所の該当頁数を明記してください。 

出典は以下の要領で表記してください。 

    著者名・出版年、『書名』・出版社名、または「論文題目」・『雑誌名』・該当頁 

  例）佐久間勝彦（2006）「海外に学ぶ日本語教育‐日本語学習の多様性‐」国立国語研究所

編『日本語教育の新たな文脈‐学習環境、接触場面、コミュニケーションの多様性

‐』アルク, 33-65 

高嶋幸太・関かおる（2014）『その日本語、どこがおかしい？：日本語教師のための

文型指導法ガイドブック』国際語学社 

吉田一彦（2001）「埋め込み文をともなう形式「～とき」の名詞句性と時間関係を標

示する動詞述語形式-teiru/-teitaの交替」『横浜国立大学留学生センター紀要』8, 

19-64 

そのままの引用ではなく、少し変更を加えている場合も、上の要領で「……を利用」

という形で注に出典を入れてください。 

URL の場合は、ページタイトル・<URL>および参照した年月日を明記してくださ

い。 

例）日本語教材<http://www.kaigainihongokyouiku.co.jp>（2005年 10月 2日） 

 

３．参考文献について： 

  １）言語別に分けず、著者の名字をアルファベット順で全部並べてください。 

  ２）欧文文献に関して 

    ①書名（副題も含む）は斜体。 

    ②副題はコロンのあと。 

    ③以下の順で、例のように記入してください。 

     著者名・出版年、書名・都市名：出版社名、または論文題目・雑誌名・該当頁 

    例）Sapir, E. (1921). Language: An introduction to the study of speech. New York: 

Harcourt, Brace & company. 

  ３）和文文献については、前記引用の箇所を参照してください。  

  ４）共著の場合、和文文献は「・（中黒）」で、欧文文献は「,（カンマ）」でつないでくだ

さい。 

 

*原稿の体裁や表記法が執筆要領と異なる場合、受理されない恐れがありますので、ご注意く 

ださい。  
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４．著者紹介について： 

氏名（ふりがな付き）と、主な海外教授活動情報を最大 5 つまで掲載できます。ただ

し、固有名が特定されないよう、教育機関の種類や特徴のみを明示することとします。 

 

表記例： 

  【主な海外教授活動の場】 

                 トンガ・政府中等教育機関 2000. 12～2002. 06 

    マレーシア・民間語学学校  2004. 06～2008. 02 

    タンザニア・政府高等教育機関 2009. 08～2010. 07 

 

以上 
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編集後記 

 

今回ひさびさにインタビューを行ってそれを記事としてまとめる過程のなかで、教師自身が

持つ一外国語学習者としての視点や、これまで疑問を抱きつつも何気なく「前提」として目をふ

さいでいた事柄などに思いを馳せました。そして、一日本語教師としての「ふるまい」のような

ものを考えさせられた気がしています。（内山） 

 

2020年は大きな変革を余儀なくされる年となりました。今後、日本語学習者や日本語教師が

どのようにして連携・協力していけるのか、原点に立ち返って模索してまいりたいと思いま

す。（高嶋） 

 

書かれる論文は多くとも普遍的価値を世に問える論文は少ない。そして、日本語を学びやす

くするための研究は本当に少ない。この状況を次の 20年間に変えていきたい。（吉田） 

 

最後に、今号における論文の投稿状況を報告します。投稿申し込みが 16本、そのうち締め切

りまでに投稿された論文が 12 本、そして、査読を通り訂正作業を経て、掲載に至った論文が 1

本でした。（内山・高嶋・吉田） 
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